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(57)【要約】

　超音波プローブは、超音波振動が伝達されるプローブ

本体部と、処置対象である骨に孔を形成する処置部とを

備える。前記処置部の内部には、骨を切削する切削部に

よって削られた前記骨の切削カスを前記切削部よりも前

記長手軸に沿って基端側に向かって排出する経路が設け

られている。経路は、前記切削部の先端面に設けられる

第１開口と、前記処置部の側面部に設けられる第２開口

と、を備える。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 超 音 波 振 動 子 に よ り 発 生 さ せ た 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ る プ ロ ー ブ 本 体 部 と 、

　 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 の 先 端 側 に 長 手 軸 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前 記 長 手 軸 に 沿 っ て 先 端 側 か

ら 基 端 側 を 見 た と き の 投 影 形 状 が 多 角 形 形 状 、 略 多 角 形 形 状 、 楕 円 形 状 も し く は 略 楕 円 形

状 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 に よ り 処 置 対 象 で あ る 骨 に 孔 を 形 成 す る 処 置 部 で あ っ て 、

　 　 前 記 処 置 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 超 音 波 振 動 が 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 に 伝 達 さ れ て

い る 状 態 で 前 記 処 置 部 が 前 記 長 手 軸 に 沿 っ た 方 向 に 移 動 さ れ る こ と に よ り 前 記 骨 を 切 削 す

る 切 削 部 と 、

　 　 前 記 処 置 部 の 内 部 に 設 け ら れ 、 前 記 切 削 部 に よ っ て 削 ら れ た 前 記 骨 の 切 削 カ ス を 前 記

切 削 部 よ り も 前 記 長 手 軸 に 沿 っ て 基 端 側 に 向 か っ て 排 出 す る 経 路 で あ っ て 、

　 　 　 　 前 記 切 削 部 の 先 端 面 に 設 け ら れ る 第 １ 開 口 と 、

　 　 　 　 前 記 処 置 部 の 側 面 部 に 設 け ら れ る 第 ２ 開 口 と 、 を 備 え 、

　 　 前 記 第 １ 開 口 と 前 記 第 ２ 開 口 と の 間 を 連 通 す る 経 路 と 、

　 を 有 す る 処 置 部 と 、

　 を 具 備 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 第 １ 開 口 は 、 前 記 処 置 部 の 先 端 面 に お い て 前 記 切 削 部 に 囲 ま れ て い る 、

　 請 求 項 １ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 長 手 軸 に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 前 記 処 置 部 の 投 影 形

状 を 規 定 す る 第 １ の 部 分 と 、

　 前 記 第 １ の 部 分 よ り も 基 端 側 に 設 け ら れ 、 前 記 長 手 軸 に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た

と き の 投 影 形 状 が 、 前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 投 影 形 状 に 含 ま れ る 、 第 ２ の 部 分 と 、

　 を 備 え 、

　 前 記 第 ２ 開 口 は 、 前 記 第 ２ の 部 分 に 設 け ら れ て い る 、

　 請 求 項 １ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 ２ の 部 分 は 、 先 端 か ら 基 端 に 向 か う に つ れ て 前 記 長 手 軸 に 対 し て 直 交 す る 断 面 の

断 面 積 が 小 さ く な る 、

　 請 求 項 ３ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 経 路 は 、 前 記 第 １ 開 口 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 前 記 処 置 部 の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 設 さ れ

る 第 １ 経 路 と 、 前 記 第 １ 経 路 の 基 端 か ら 前 記 第 ２ 開 口 ま で 延 設 さ れ る 第 ２ 経 路 と を 有 し 、

　 前 記 第 ２ 経 路 は 、 前 記 長 手 軸 に 対 し て 傾 斜 す る 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ て い る 、

　 請 求 項 １ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 ２ 経 路 は 、 前 記 第 １ 経 路 と の 連 結 部 か ら 前 記 第 ２ 開 口 に 向 か う に つ れ て 基 端 側 に

向 か う 状 態 に 延 設 さ れ て い る 、

　 請 求 項 ５ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、

　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 の 外 周 を 覆 う 筒 状 体 と 、

　 を 具 備 す る 、 超 音 波 処 置 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び 超 音 波 処 置 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 例 え ば 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ０ ／ ０ １ ６ ７ ２ ３ ５ 号 明 細 書 に は 、 骨 に 孔 を 形 成 す

る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 に は 、 超 音 波 振

動 が 伝 達 さ れ た 状 態 で 骨 に 接 触 す る こ と に よ り 、 骨 に 凹 孔 を 形 成 す る 処 置 部 が 設 け ら れ て

い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ０ ／ ０ １ ６ ７ ２ ３ ５ 号 明 細 書 の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い た 処 置

で は 、 骨 が 削 ら れ る こ と に よ り 生 じ る 切 削 カ ス （ debris） が 処 置 部 の 先 端 と 骨 と の 間 に 溜

ま る 。 こ の た め 、 処 置 部 に よ る 、 切 削 速 度 が 低 下 す る こ と が あ る 。 こ の た め 、 切 削 速 度 を

上 げ る た め 、 骨 の 切 削 カ ス を 切 削 部 の 基 端 側 に 効 率 的 に 排 出 す る ニ ー ズ が あ る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 前 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 処 置 部 で

削 ら れ た 骨 の 切 削 カ ス を 効 率 的 に 排 出 で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び 超 音 波 処 置 具 を 提 供 す る

こ と で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の あ る 態 様 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 振 動 子 に よ

り 発 生 さ せ た 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ る プ ロ ー ブ 本 体 部 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 の 先 端 側 に

長 手 軸 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前 記 長 手 軸 に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 投 影 形 状 が

多 角 形 形 状 、 略 多 角 形 形 状 、 楕 円 形 状 も し く は 略 楕 円 形 状 を 有 し 、 前 記 超 音 波 振 動 に よ り

処 置 対 象 で あ る 骨 に 孔 を 形 成 す る 処 置 部 で あ っ て 、 前 記 処 置 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記

超 音 波 振 動 が 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 に 伝 達 さ れ て い る 状 態 で 前 記 処 置 部 が 前 記 長 手 軸 に 沿 っ

た 方 向 に 移 動 さ れ る こ と に よ り 前 記 骨 を 切 削 す る 切 削 部 と 、 前 記 処 置 部 の 内 部 に 設 け ら れ

、 前 記 切 削 部 に よ っ て 削 ら れ た 前 記 骨 の 切 削 カ ス を 前 記 切 削 部 よ り も 前 記 長 手 軸 に 沿 っ て

基 端 側 に 向 か っ て 排 出 す る 経 路 で あ っ て 、 前 記 切 削 部 の 先 端 面 に 設 け ら れ る 第 １ 開 口 と 、

前 記 処 置 部 の 側 面 部 に 設 け ら れ る 第 ２ 開 口 と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ 開 口 と 前 記 第 ２ 開 口 と の

間 を 連 通 す る 経 路 と を 有 す る 処 置 部 と 、 を 具 備 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 処 置 シ ス テ ム を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 処 置 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 処 置 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 第 １ の 実 施 形 態 の あ る 実 施 例 に 係 る 処 置 部 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 側

面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 処 置 部 の 長 手 軸 を 含 む 断 面 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ

る 。

【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 第 １ の 実 施 形 態 の あ る 実 施 例 に 係 る 処 置 部 を 先 端 側 か ら 見 た 状 態 を

示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ は 、 第 １ の 実 施 形 態 の あ る 実 施 例 に 係 る 処 置 部 を 先 端 側 か ら 見 た 状 態 を

示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い て 処 置 を 開 始 す る 様 子

を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 比 較 例 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い て 処 置 を 開 始

す る 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い た 処 置 に お い て 切 削 カ ス が

排 出 さ れ る 様 子 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い た 処 置 に お い て 切 削 カ ス が

排 出 さ れ る 様 子 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 処 置 部 の 長 手 軸 を 含 む 断 面 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ

る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 処 置 部 の 長 手 軸 を 含 む 断 面 を 概 略 的
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に 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ） 　

　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 図 １ は 、 膝 関 節 (knee joint)１ ０ ０ の 処 置 に 用 い ら れ る 、 処 置 シ ス テ ム １ ０ を 示 す 図 で

あ る 。 処 置 シ ス テ ム １ ０ は 、 関 節 鏡 装 置 １ ２ と 、 処 置 装 置 １ ４ と 、 灌 流 装 置 １ ６ と を 有 す

る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 関 節 鏡 装 置 １ ２ は 、 患 者 の 膝 関 節 １ ０ ０ 内 の 関 節 腔 １ ３ ６ を 観 察 す る 関 節 鏡 ２ ２ と 、 関

節 鏡 ２ ２ に よ っ て 撮 像 さ れ た 被 写 体 像 に 基 づ い て 画 像 処 理 を す る 関 節 鏡 コ ン ト ロ ー ラ ２ ４

と 、 関 節 鏡 コ ン ト ロ ー ラ ２ ４ で の 画 像 処 理 に よ っ て 生 成 さ れ た 映 像 を 映 し 出 す モ ニ タ ２ ６

と を 有 す る 。 関 節 鏡 ２ ２ は 、 患 者 の 膝 関 節 １ ０ ０ 内 と 皮 膚 外 と を 連 通 さ せ る 第 １ ポ ー タ ル

１ ０ ２ に よ り 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 に 挿 入 さ れ る 。 な お 、 関 節 鏡 ２ ２ 及 び 処 置 装

置 １ ４ の 後 述 す る 処 置 具 ５ ２ は 、 図 １ 中 で は 対 向 し て い る 状 態 に 描 か れ て い る が 、 処 置 対

象 の 位 置 等 に 応 じ て 適 宜 の 位 置 関 係 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 処 置 装 置 １ ４ は 、 処 置 ユ ニ ッ ト ３ ２ と 、 コ ン ト ロ ー ラ ３ ４ と 、 ス イ ッ チ ３ ６ と を 有 す る

。 ス イ ッ チ ３ ６ は 図 １ 中 で は ハ ン ド ス イ ッ チ と し て 図 示 し て い る が 、 フ ッ ト ス イ ッ チ で あ

っ て も 良 い 。 コ ン ト ロ ー ラ ３ ４ は 、 ス イ ッ チ ３ ６ の 操 作 に 応 じ て 、 処 置 ユ ニ ッ ト ３ ２ に 超

音 波 振 動 を 発 生 さ せ る た め の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る 。 処 置 ユ ニ ッ ト ３ ２ は 、 患 者 の 膝

関 節 １ ０ ０ 内 と 皮 膚 外 と を 連 通 さ せ る 第 ２ ポ ー タ ル １ ０ ４ か ら 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３

６ に 挿 入 さ れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 灌 流 装 置 １ ６ は 、 生 理 食 塩 水 等 の 灌 流 液 を 収 容 す る 液 体 源 ４ ２ と 、 灌 流 ポ ン プ ユ ニ ッ ト

４ ４ と 、 吸 引 ボ ト ル ５ ０ と 、 を 備 え る 。 液 体 源 ４ ２ に は 、 送 液 チ ュ ー ブ ４ ６ の 一 端 が 接 続

さ れ て い る 。 送 液 管 路 で あ る 送 液 チ ュ ー ブ ４ ６ の 他 端 は 、 関 節 鏡 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。

こ の た め 、 灌 流 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ４ ４ は 、 関 節 鏡 ２ ２ を 介 し て 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６

内 に 灌 流 液 を 送 出 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 吸 引 ボ ト ル ５ ０ に は 、 排 液 チ ュ ー ブ ４ ８ の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 排 液 管 路 で あ る 排 液

チ ュ ー ブ ４ ８ の 他 端 は 、 関 節 鏡 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 灌 流 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ４

４ は 、 関 節 鏡 ２ ２ を 介 し て 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 か ら 吸 引 ボ ト ル ５ ０ に 灌 流 液 を

排 出 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 な お 、 潅 流 液 は 、 第 １ ポ ー タ ル １ ０ ２ 及 び 第 ２ ポ ー タ ル １ ０ ４ と は 異 な る ポ ー タ ル （ 図

示 し な い ） か ら 送 出 及 び 排 出 可 能 で あ っ て も 良 い 。 あ る 実 施 例 で は 、 第 ３ ポ ー タ ル （ 図 示

し な い ） を 介 し て 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 に 送 液 カ ニ ュ ー ラ （ 図 示 し な い ） が 挿 入

さ れ る 。 こ の 場 合 、 送 液 チ ュ ー ブ ４ ６ は 、 送 液 カ ニ ュ ー ラ 及 び 灌 流 装 置 １ ６ に 接 続 さ れ る

。 そ し て 、 送 液 カ ニ ュ ー ラ を 介 し て 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 に 灌 流 液 が 送 出 さ れ る

。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 別 の あ る 実 施 例 で は 、 第 ４ ポ ー タ ル （ 図 示 し な い ） を 介 し て 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節

腔 １ ３ ６ 内 に 排 液 カ ニ ュ ー ラ （ 図 示 し な い ） が 挿 入 さ れ る 。 こ の 場 合 、 排 液 チ ュ ー ブ ４ ８

は 、 排 液 カ ニ ュ ー ラ 及 び 灌 流 装 置 １ ６ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 排 液 カ ニ ュ ー ラ を 介 し て 膝

関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 か ら 吸 引 ボ ト ル ５ ０ に 灌 流 液 が 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ２ は 、 処 置 ユ ニ ッ ト ３ ２ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 中 心 軸 Ｃ を 規 定

す る 。 こ こ で 、 中 心 軸 Ｃ に 沿 う 方 向 を 長 手 方 向 と す る 。 長 手 方 向 の 一 方 側 を 先 端 側 （ 図 ２
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の 矢 印 Ｃ １ 側 ） と し 、 先 端 側 と は 反 対 側 を 基 端 側 （ 図 ２ の 矢 印 Ｃ ２ 側 ） と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 処 置 ユ ニ ッ ト ３ ２ は 、 超 音 波 処 置 具 ５ ２ と 、 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト ５ ４ と を 有 す る 。 超

音 波 処 置 具 ５ ２ に は 、 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト ５ ４ が 着 脱 可 能 で あ る こ と が 好 適 で あ る が 、

一 体 化 さ れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト ５ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ （ 振 動 子 ケ ー ス ） ５ ６ ａ を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン

グ ５ ６ ａ の 内 部 に は 、 供 給 さ れ た 電 気 エ ネ ル ギ ー を 超 音 波 振 動 に 変 換 す る 圧 電 素 子 を 備 え

る ボ ル ト 締 め ラ ン ジ ュ バ ン 型 振 動 子 （ Bolt-clamped Langevin-type Transducer） ５ ６ ｂ

が 設 け ら れ て い る 。 振 動 子 （ 超 音 波 振 動 子 ） ５ ６ ｂ に は 、 ケ ー ブ ル ５ ６ ｄ の 一 端 が 接 続 さ

れ て い る 。 ケ ー ブ ル ５ ６ ｄ の 他 端 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ３ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ

３ ４ か ら ケ ー ブ ル ５ ６ ｄ を 介 し て 振 動 子 ５ ６ ｂ に 電 流 （ 交 流 電 流 ） が 供 給 さ れ る こ と に よ

り 、 振 動 子 ５ ６ ｂ で 超 音 波 振 動 が 発 生 す る 。 振 動 子 ５ ６ ｂ は 、 超 音 波 振 動 に よ り 既 定 の 周

波 数 で 共 振 す る 。 振 動 子 ５ ６ ｂ の 先 端 に は 、 後 述 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ が 取 り 付 け ら れ

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 超 音 波 処 置 具 ５ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ （ ハ ン ド ル ） ６ ２ と 、 ハ ウ ジ ン グ ６ ２ か ら 中 心 軸 Ｃ に

沿 っ て 延 出 さ れ た 筒 状 体 （ 外 筒 ） ６ ４ と 、 筒 状 体 ６ ４ 内 に 挿 通 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６

と を 有 す る 。 筒 状 体 ６ ４ は 、 先 端 側 か ら ハ ウ ジ ン グ ６ ２ に 取 付 け ら れ る 。 ハ ウ ジ ン グ ６ ２

及 び 筒 状 体 ６ ４ は 、 電 気 絶 縁 性 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。 超 音 波 処 置 具 ５ ２ の ハ ウ

ジ ン グ ６ ２ に は 、 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト ５ ４ の ハ ウ ジ ン グ ５ ６ ａ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る

。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ は 、 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 設 さ れ て い る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ

６ ６ は 、 チ タ ン 合 金 等 の 振 動 伝 達 性 の 高 い 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 基

端 は 、 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト ５ ４ の 接 続 部 ５ ６ ｃ に 接 続 さ れ て い る 。 振 動 子 ５ ６ ｂ で 発 生

し た 超 音 波 振 動 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 先 端 ま で 伝 達 さ れ る 。 こ の 時 、 超 音 波 プ ロ ー ブ

６ ６ は 、 超 音 波 振 動 に よ っ て 、 中 心 軸 Ｃ に 平 行 な 方 向 に 縦 振 動 す る 。 す な わ ち 、 超 音 波 プ

ロ ー ブ ６ ６ は 、 基 端 側 か ら 先 端 側 へ 超 音 波 振 動 を 伝 達 可 能 な 振 動 伝 達 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 な お 、 超 音 波 処 置 具 ５ ２ の ハ ウ ジ ン グ ６ ２ に 、 回 転 操 作 部 材 で あ る 回 転 ノ ブ （ 図 示 し な

い ） が 取 付 け ら れ て い て も 良 い 。 回 転 ノ ブ は 、 筒 状 体 ６ ４ の 中 心 軸 の 軸 回 り に ハ ウ ジ ン グ

６ ２ に 対 し て 回 転 可 能 で あ る 。 回 転 ノ ブ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト

５ ４ の ハ ウ ジ ン グ ５ ６ ａ 、 筒 状 体 ６ ４ 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ は 、 中 心 軸 Ｃ の 軸 回 り に ハ

ウ ジ ン グ ６ ２ に 対 し て 一 緒 に 回 転 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ と 、 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の 先 端 側 に 設 け ら

れ る 処 置 部 ６ ８ と 、 を 備 え る 。 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の 外 周 面 は 、 筒 状 体 ６ ４ 及 び ハ ウ ジ ン

グ ６ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ は 、 中 心 軸 Ｃ に 沿 っ て 延 設 さ れ

て い る 。 処 置 部 ６ ８ は 、 筒 状 体 ６ ４ の 先 端 か ら 先 端 側 へ 突 出 し て い る 。 す な わ ち 、 処 置 部

６ ８ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ に お い て 、 筒 状 体 ６ ４ か ら の 突 出 部 分 に よ り 形 成 さ れ て い る

。 処 置 部 ６ ８ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ に 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ た 状 態 で 処 置 対 象 で あ る 骨

に 接 触 す る こ と に よ り 、 骨 に 孔 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ は 真 っ 直 ぐ に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 処 置 部 ６ ８

の 長 手 軸 Ｌ を 規 定 す る 。 処 置 部 ６ ８ は プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の 先 端 か ら 真 っ 直 ぐ に 先 端 側 に

延 出 さ れ て い て も 良 く 、 適 宜 に 曲 げ ら れ て い て も 良 い 。 こ の た め 、 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の

中 心 軸 Ｃ と 処 置 部 ６ ８ の 長 手 軸 Ｌ と は 一 致 し て い て も 良 い し 、 異 な っ て い て も 良 い 。 こ こ

で は 、 長 手 軸 Ｌ は 、 中 心 軸 Ｃ と 一 致 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 ３ Ａ 乃 至 図 ５ Ｂ を 用 い て 、 処 置 部 ６ ８ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 ３ Ａ は 、 処 置 部 ６ ８ の 構

成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ Ｂ は 、 あ る 実 施 例 に お け る 処 置 部 ６ ８ の 構 成 を 示 す 側 面 図 で

あ る 。 図 ４ は 、 処 置 部 ６ ８ の 長 手 軸 Ｌ を 含 む 断 面 を 示 し て い る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 、 長

手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 処 置 部 ６ ８ の 投 影 形 状 を 示 す 図 で あ る 。 図

３ Ａ 乃 至 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 処 置 部 ６ ８ は 、 処 置 部 ６ ８ の 外 周 面 を 形 成 す る 側 面 部 ８ ３

を 備 え る 。 ま た 、 処 置 部 ６ ８ は 、 切 削 部 ８ ２ （ 第 １ の 部 分 ） と 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ （ 第 ２ の

部 分 ） と を 備 え る 。 切 削 部 ８ ２ は 、 処 置 部 ６ ８ の 先 端 部 を 形 成 し て い る 。 シ ャ フ ト 部 ９ ４

は 、 切 削 部 ８ ２ の 基 端 側 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 切 削 部 ８ ２ は 、 処 置 部 ６ ８ の 最 大 外 形 を 規 定 す る 。 切 削 部 ８ ２ は 、 多 角 柱 や 楕 円 柱 な ど

の 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 切 削 部 ８ ２ の 多 角 柱 と し て は 例 え ば 三 角 柱 、 四 角 柱 、 五

角 柱 、 六 角 柱 な ど 、 適 宜 の 形 状 又 は そ れ に 近 い 形 状 に 形 成 さ れ る 。 切 削 部 ８ ２ は 、 切 削 部

８ ２ の 先 端 に 設 け ら れ 先 端 側 を 向 く 、 先 端 面 ８ ６ と 、 切 削 部 ８ ２ の 外 周 面 を 形 成 す る 側 面

８ ７ と 、 を 備 え る 。 側 面 ８ ７ は 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ の 一 部 を 形 成 し て い る 。 切 削 部

８ ２ は 、 先 端 か ら 基 端 ま で 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 直 交 す る 断 面 が 同 一 形 状 又 は 略 同 一 形 状 に

形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 側 面 ８ ７

の 投 影 形 状 は 、 切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 を 規 定 す る 。 側 面 ８ ７ の 投 影 形 状 は 、 骨 に 形 成 さ れ

る 孔 の 断 面 形 状 を 規 定 す る 。 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 切 削 部 ８ ２

の 投 影 形 状 は 、 例 え ば 、 図 ５ Ａ に 示 す 略 矩 形 状 な ど の 多 角 形 又 は 図 ５ Ｂ に 示 す 楕 円 形 で あ

る こ と が 好 適 で あ る 。 切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 が 略 矩 形 状 で あ る 場 合 、 そ の 大 き さ は 例 え ば

４ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ 程 度 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 適 で あ る 。 切 削 部 ８ ２ は 、 必 ず し も 明 確 な

角 が 形 成 さ れ る 必 要 は な い 。 ま た 、 切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 は 、 略 多 角 形 形 状 で あ る 角 が 丸

い 長 方 形 又 は 略 楕 円 形 状 で あ る 陸 上 競 技 場 の ト ラ ッ ク 形 状 等 で あ っ て も 良 い 。 こ の た め 、

切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 は 、 多 角 形 形 状 、 略 多 角 形 形 状 、 楕 円 形 状 、 若 し く は 略 楕 円 形 状 な

ど 、 適 宜 の 形 状 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ て い る 状 態 で 処 置 部 ６ ８ が 処 置 対 象 で あ る 骨 に 対 し て 先 端 側 へ 長

手 軸 Ｌ に 沿 っ て 移 動 す る こ と に よ り 、 骨 に は 図 ５ Ａ 又 は 図 ５ Ｂ に 示 す 投 影 形 状 と 略 同 一 形

状 の 輪 郭 を 有 す る 孔 が 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ の 長 手 軸 Ｌ に 直 交

す る 断 面 形 状 は 、 骨 に 形 成 し た い 孔 の 断 面 形 状 に 応 じ て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 こ の と き 、 側

面 ８ ７ と 骨 と の 間 で は 、 超 音 波 振 動 に よ る 不 要 な 切 削 が 起 こ る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、

側 面 ８ ７ は 、 骨 と 接 触 す る 面 積 の 総 和 が 小 さ く 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 側 面 ８ ７ の 面

積 を 小 さ く 形 成 す る こ と に よ り 、 骨 と の 接 触 面 積 が 小 さ く な り 、 骨 と の 接 触 部 分 に お い て

不 要 な 切 削 が 起 こ る こ と が 防 止 さ れ る 。 骨 と 側 面 ８ ７ と の 接 触 面 積 を 小 さ く す る た め の 構

造 は 種 々 存 在 す る 。 例 え ば 、 側 面 ８ ７ の 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 方 向 の 長 さ を 極 力 短 く し て も よ い

。 ま た 、 図 ３ Ｂ に あ る 実 施 例 と し て 示 す よ う に 、 側 面 ８ ７ に は 、 サ ン ド ブ ラ ス ト 処 理 又 は

溝 を 形 成 す る こ と 等 に よ り 凹 部 ９ ２ が 形 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 側 面 ８ ７ の 凹 部 ９ ２

を 通 し て 削 ら れ た 骨 の 切 削 カ ス を 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 排 出 し や す く な る 。 側 面 ８ ７

の 面 積 を 小 さ く す る 場 合 に は 、 側 面 ８ ７ は 切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 を 崩 さ な い 構 造 に 形 成 さ

れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 延 設 さ れ て い る 。 シ ャ

フ ト 部 ９ ４ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の 先 端 と 切 削 部 ８ ２ の 基 端 と の 間 に 設 け ら れ て い る 。

シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 か う に つ れ て 、 長 手 軸 Ｌ に 対

し て 直 交 す る 断 面 の 断 面 積 を 減 少 さ せ る 縮 小 部 と し て 形 成 さ れ る 。 こ こ で は 、 特 に 、 シ ャ

フ ト 部 ９ ４ は 、 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 か う に つ れ て 、 長 手 軸 Ｌ に 直 交 す る 断 面 を 縮 小 さ せ

る 縮 小 部 と し て 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か

ら 基 端 側 を 見 た と き の 投 影 形 状 が 、 切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 の 範 囲 内 に 入 る 。 こ の た め 、 切

削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 は 、 処 置 部 ６ ８ の 最 大 外 形 を 規 定 す る 。 シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 シ ャ フ ト

部 ９ ４ の 外 表 面 を 形 成 す る 側 面 ９ ５ を 備 え る 。 側 面 ９ ５ は 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ の 一
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部 を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 か ら 基 端 側 に 向 か う に つ れ て 、 長 手 軸

Ｌ に 対 し て 直 交 す る 断 面 の 断 面 積 が 略 同 一 又 は 増 加 す る 部 分 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ

の 場 合 に お い て も 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 基 端 か ら 先 端 ま で 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か ら

基 端 側 を 見 た と き の 投 影 形 状 が 、 切 削 部 ８ ２ の 投 影 形 状 の 範 囲 内 に 入 る よ う に 形 成 さ れ る

。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 先 端 面 ８ ６ は 、 先 端 面 ８ ６ の 外 縁 を 形 成 す る 縁 部 ８ ６ ａ と 、 縁 部 ８ ６ ａ か ら 先 端 面 ８ ６

の 中 心 に 向 か う に つ れ て 基 端 側 に 向 か う 凹 部 ８ ８ を 備 え る 。 こ の た め 、 先 端 面 ８ ６ は 、 中

央 部 が 基 端 側 に 向 か っ て 凹 ん で い る 。 凹 部 ８ ８ は 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 傾 斜 す る 平 面 に よ っ

て 形 成 さ れ て も よ く 、 曲 面 に よ っ て 形 成 さ れ て も よ い 。 本 実 施 形 態 で は 、 切 削 部 ８ ２ の 先

端 面 ８ ６ は 、 先 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 逆 ピ ラ ミ ッ ド 形 状 に 凹 ん で い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 縁 部 ８ ６ ａ は 、 凹 部 ８ ８ と 側 面 ８ ７ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 縁 部 ８ ６ ａ は

、 先 端 側 に 向 か っ て 突 出 す る 刃 形 状 を 形 成 し て い る 。 こ の た め 、 縁 部 ８ ６ ａ は 、 骨 に 孔 を

あ け る 処 置 に お い て 、 骨 を 切 削 す る 切 削 刃 と な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 処 置 部 ６ ８ は 、 排 出 経 路 ７ ０ を 備 え る 。 排 出 経 路 ７ ０ は 、 処 置 部 ６ ８ の 内 部 に 形 成 さ れ

、 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 延 設 さ れ る 中 空 の 管 路 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 排 出 経 路

７ ０ の 長 手 軸 Ｌ に 直 交 す る 断 面 形 状 は 、 略 長 方 形 で あ る が こ れ に 限 る も の で は な い 。 例 え

ば 、 排 出 経 路 ７ ０ の 長 手 軸 Ｌ に 直 交 す る 断 面 形 状 は 、 略 円 形 状 、 略 楕 円 形 又 は 略 多 角 形 で

あ っ て も よ い 。 排 出 経 路 ７ ０ は 、 切 削 部 ８ ２ に よ っ て 削 ら れ た 骨 の 切 削 カ ス を 切 削 部 ８ ２

よ り も 基 端 側 に 排 出 す る 経 路 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 排 出 経 路 ７ ０ は 、 第 １ 経 路 ７ １ と 、 第 ２ 経 路 ７ ２ と 、 を 備 え る 。 第 １ 経 路 ７ １ は 、 排 出

経 路 ７ ０ の 先 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 処 置 部 ６ ８ の 中 心 軸 に 沿 っ て 延 設 さ れ て い る 。 本 実

施 形 態 で は 、 長 手 軸 Ｌ が 処 置 部 ６ ８ の 中 心 軸 と な る 。 こ の た め 、 第 １ 経 路 ７ １ は 、 長 手 軸

Ｌ に 沿 っ て 延 設 さ れ て い る 。 第 ２ 経 路 ７ ２ は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 か ら 処 置 部 ６ ８ の 側 面

部 ８ ３ に 向 か っ て 延 設 さ れ て い る 。 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 に は 、 連 結 部 ７ ７ が 形 成 さ れ て い

る 。 連 結 部 ７ ７ で は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 と 第 ２ 経 路 ７ ２ の 一 端 が 連 結 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 １ 経 路 ７ １ は 、 処 置 部 ６ ８ の 先 端 面 ８ ６ か ら 処 置 部 ６ ８ の 外 側 に 向 か っ て 開 口 し て い

る 。 し た が っ て 、 先 端 面 ８ ６ に は 、 第 １ 開 口 で あ る 開 口 部 ７ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部

７ ３ は 、 先 端 側 に 向 か っ て 開 口 し て い る 。 開 口 部 ７ ３ は 、 処 置 部 ６ ８ の 先 端 面 ８ ６ に お い

て 切 削 部 ８ ２ （ 縁 部 ８ ６ ａ 及 び 凹 部 ８ ８ ） に 囲 ま れ て い る 。 ま た 、 開 口 部 ７ ３ は 、 先 端 面

８ ６ の 凹 部 ８ ８ の 中 央 部 に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 開 口 部 ７ ３ は 、 先 端 面 ８ ６ に お い て

、 最 も 基 端 側 に 位 置 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 第 ２ 経 路 ７ ２ は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 か ら シ ャ フ ト 部 ９ ４ の 側 面 ９ ５ に 向 か っ て 延 設 さ

れ て い る 。 第 ２ 経 路 ７ ２ は 、 長 手 軸 Ｌ か ら 長 手 軸 Ｌ を 中 心 と す る 径 方 向 外 方 に 向 か っ て 延

設 さ れ て い る 。 第 ２ 経 路 ７ ２ は 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ の 側 面 ９ ５ か ら 処 置 部 ６ ８ の 外 部 に 向 か

っ て 開 口 し て い る 。 こ の た め 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ の 側 面 ９ ５ に は 、 排 出 口 ７ ４ が 形 成 さ れ る

。 排 出 口 ７ ４ は 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 交 差 す る （ 略 垂 直 な ） 方 向 に 向 か っ て 開 口 し て い る 。

排 出 口 ７ ４ は 、 筒 状 体 ６ ４ の 先 端 よ り も 先 端 側 に 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 排 出 口 ７

４ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ に お い て 筒 状 体 ６ ４ か ら 先 端 側 へ の 突 出 部 分 に 位 置 し て い る 。

排 出 口 ７ ４ は 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ に 設 け ら れ 、 処 置 部 ６ ８ の 外 部 に 向 か っ て 開 口 す

る 第 ２ 開 口 で あ る 。 ま た 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 第 １ 開 口 （ 開 口 部 ７ ３ ） と 第 ２ 開 口 （ 排 出 口

７ ４ ） と の 間 を 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 第 ２ 経 路 ７ ２ は 、 長 手 軸 Ｌ か ら 側 面 部 ８ ３ に 向 か う に つ れ て 、 基 端 側 に 向 か う 状 態 に 延

設 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 ２ 経 路 ７ ２ は 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に

沿 っ て 延 設 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の 外 周 を 覆 う 筒 状 体 ６ ４ の 先 端 に 対 し て

長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 に 突 出 し て い る 。 こ の た め 、 処 置 部 ６ ８ の 排 出 口 ７ ４ は 、 筒 状 体

６ ４ の 先 端 よ り も 先 端 側 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ こ で 、 骨 に 形 成 さ れ る 所 望 の 形 状 の 凹 孔 は 、 例 え ば 、 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ の 長 手

軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 投 影 形 状 と 同 じ 形 状 及 び 大 き さ の 開 口 縁 部 を

有 し 、 開 口 縁 部 の 形 状 と 同 じ 形 状 に 真 っ 直 ぐ に 奥 側 に 凹 ん で い る 。 こ の た め 、 所 望 の 凹 孔

の 一 例 は 、 適 宜 の 深 さ を 有 す る 矩 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 所 望 の 形 状 の 凹 孔 を 形 成 す る た め に は 、 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て

先 端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き の 投 影 が 所 望 の 凹 孔 の 開 口 縁 部 の 形 状 と な っ て い る よ う な 最

大 外 形 部 を 有 す る こ と が 必 要 で あ る 。 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ は 、 所 望 の 凹 孔 の 開 口 縁 部

の 形 状 と 同 じ 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 処 置

部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ に よ り 、 所 望 の 開 口 縁 部 を 有 す る 凹 孔 を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 一 方 、 骨 と 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ と の 間 の 摩 擦 を 低 下 さ せ る 観 点 、 及 び 、 骨 か ら 生 じ

た 切 削 カ ス を 排 出 す る 観 点 か ら 、 切 削 部 ８ ２ の 最 大 外 形 部 の 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ た 方 向 （ 超 音

波 振 動 方 向 ） の 長 さ は 短 い 方 が 良 い 。 そ の た め 、 切 削 部 ８ ２ は 先 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て

、 同 一 形 状 か つ 同 一 断 面 積 で は な く 、 断 面 積 が 徐 々 に 小 さ く な る 構 成 が 望 ま し い と も 考 え

ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ を 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 真 っ 直 ぐ に 移 動 さ せ 、 切 削 部 ８ ２ で 長 手 軸 Ｌ に

沿 っ て 真 っ 直 ぐ に 凹 孔 を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の た め 、 切 削 部 ８ ２ の ふ ら つ き を 防

止 し 、 凹 孔 を 真 っ 直 ぐ に 形 成 す る た め 、 切 削 部 ８ ２ の 先 端 か ら 基 端 に 向 か う 外 形 に は 、 長

手 軸 Ｌ に 平 行 な あ る 程 度 の 長 さ が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ に は 適 宜 の 振 幅 の 超 音 波 振 動 を 伝 達 さ せ な が ら 、 処 置 部 ６ ８

で 骨 を 切 削 す る 。 こ の た め 、 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ に は 適 宜 の 強 度 が 必 要 と な る 。 切 削

部 ８ ２ の 先 端 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 断 面 積 が 徐 々 に 小 さ く な る と 、 断 面 積 の 減 少 割 合 等 に

よ っ て は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ に 適 宜 の 振 幅 の 超 音 波 振 動 を 伝 達 さ せ な が ら 、 処 置 部 ６ ８

で 骨 を 切 削 す る の に 必 要 な 強 度 に 処 置 部 ６ ８ を 形 成 す る の が 難 し く な る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 切 削 部 ８ ２ は 、 最 大 外 形 部 を 構 成 す る 部 位 を 先 端 か

ら 基 端 ま で 維 持 し 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て あ る 程 度 長 さ を 持 た せ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で

は 、 切 削 部 ８ ２ は 長 手 軸 Ｌ に 直 交 す る 断 面 が 切 削 部 ８ ２ の 先 端 か ら 基 端 ま で 同 一 又 は 略 同

一 で あ る 。 こ の よ う に 、 処 置 部 ６ ８ に 切 削 部 ８ ２ を 有 す る こ と に よ り 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て

真 っ 直 ぐ に 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ を 先 端 側 に 向 か っ て 移 動 さ せ た と き の 処 置 部 ６ ８ の 強 度 を

維 持 し つ つ 、 骨 の 切 削 時 の 切 削 部 ８ ２ の 最 大 外 形 部 と 同 じ 形 状 に 真 っ 直 ぐ の 凹 孔 を 形 成 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 排 出 部 ８ ４ の シ ャ フ ト 部 ９ ４ は 、 先 端 側 か ら 基 端 側 に 向 か っ て 断 面 積 が 減 少 し て い る 。

そ し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ は 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ の 基 端 と プ ロ ー ブ 本 体 部 ６ ７ の 先 端 と が

協 働 し て く び れ た 部 分 を 形 成 す る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 排 出 部 ８ ４ の シ ャ フ ト 部 ９ ４

は 、 骨 の 凹 孔 の 内 壁 と シ ャ フ ト 部 ９ ４ と の 間 に 切 削 カ ス を 排 出 す る 空 間 を 形 成 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 処 置 シ ス テ ム １ ０ の 作 用 及 び 効 果 に つ い て 図 ６ Ａ 乃 至 図 ８ を 参 照 し

て 説 明 す る 。 処 置 シ ス テ ム １ ０ は 、 例 え ば 、 膝 関 節 の 前 十 字 靭 帯 再 建 術 に お い て 、 大 腿 骨

及 び ／ 又 は 脛 骨 に 、 移 植 す る 靭 帯 が 固 定 さ れ る 骨 孔 （ 貫 通 孔 又 は 凹 孔 ） を 形 成 す る 処 置 に

用 い ら れ る 。 こ の 処 置 で は 、 関 節 鏡 ２ ２ が 第 １ ポ ー タ ル １ ０ ２ か ら 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔

１ ３ ６ 内 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 関 節 鏡 ２ ２ 用 い て 処 置 が 行 わ れ る 領 域 を 観 察 し な が ら 、 処 置

部 ６ ８ を 第 ２ ポ ー タ ル １ ０ ４ か ら 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 ス

イ ッ チ ３ ６ を 押 圧 す る 。 こ れ に よ り 、 振 動 子 ５ ６ ｂ に 電 気 エ ネ ル ギ ー が 供 給 さ れ 、 超 音 波

振 動 が 発 生 す る 。 そ し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ が 中 心 軸 Ｃ に 平 行 な 方 向 に 縦 振 動 し 、 超 音

波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 処 置 部 ６ ８ ま で 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ る 。 こ の 状 態

で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ を 骨 Ｂ に 対 し て 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 骨 Ｂ に

お い て 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ と 接 触 す る 部 分 が 切 削 さ れ 、 移 植 す る 靭 帯 を 挿 入 す る た め

の 骨 孔 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ６ Ａ は 、 骨 Ｂ に 孔 を 形 成 す る 処 置 の 開 始 時 に お い て 、 切 削 部 ８ ２ の 先 端 に 設 け ら れ た

縁 部 ８ ６ ａ を 骨 Ｂ に 近 づ け る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ Ａ に 示 す よ う に 、 骨 Ｂ に 孔 を 形 成

す る 処 置 の 開 始 時 に は 、 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ の 先 端 を 骨 Ｂ に お い て 孔 を 形 成 し た い 位

置 に 近 づ け る 。 処 置 部 ６ ８ 及 び 骨 Ｂ は 、 関 節 鏡 ２ ２ を 用 い て 観 察 さ れ る 。 こ の と き 、 骨 Ｂ

に 孔 を 形 成 し た い 位 置 に 対 す る 処 置 部 ６ ８ の 切 削 部 ８ ２ の 位 置 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ６ Ｂ は 、 本 実 施 形 態 の 比 較 例 と し て 、 先 端 側 に 向 か っ て 突 出 す る 先 端 形 状 を 有 す る 切

削 部 ８ ２ Ａ を 用 い て 、 骨 Ｂ に 孔 を 形 成 す る 処 置 を 開 始 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 骨 Ｂ に 形 成 さ れ る 孔 の 位 置 は 、 切 削 部 ８ ２ Ａ と 接 触 す る 領 域 、 す な わ ち 、 骨 Ｂ に 対 す る

切 削 部 ８ ２ Ａ の 位 置 に よ っ て 決 め ら れ る 。 本 比 較 例 で は 、 処 置 の 開 始 時 に お い て 、 切 削 部

８ ２ Ａ の 先 端 の 位 置 を 基 準 と し て 、 骨 Ｂ に お い て 骨 孔 が 形 成 さ れ る 範 囲 （ 位 置 及 び 大 き さ

） を あ ら か じ め 予 測 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 処 置 の 開 始 時 に お い て 、 形 成 さ れ る 孔 が

所 望 の 範 囲 内 に 形 成 さ れ る か 否 か を 判 断 す る こ と が 難 し い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ６ Ａ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 骨 Ｂ に 形 成 さ れ る 孔 の 位 置 は 、 切 削 部 ８ ２ の 縁

部 ８ ６ ａ の 骨 Ｂ に 対 す る 位 置 に よ っ て 決 め ら れ る 。 こ こ で 、 縁 部 ８ ６ ａ は 、 処 置 部 ６ ８ の

先 端 に 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 処 置 の 開 始 時 に お い て 、 縁 部 ８ ６ ａ の 骨 Ｂ に 対 す る

位 置 関 係 を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 骨 Ｂ に お い て 孔 が 形 成 さ れ る 位 置 を

容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 骨 Ｂ に 骨 孔 が 形 成 さ れ る 位 置 を 把 握 す る こ と で 、 形 成 さ れ

る 孔 が 所 望 の 範 囲 内 に 形 成 さ れ る か 否 か を 、 処 置 の 開 始 時 に お い て 判 断 す る こ と が で き る

。 こ れ に よ り 、 形 成 さ れ る 孔 を 適 切 な 位 置 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 処 置 部 ６ ８ を 用 い て 骨 Ｂ に 骨 孔 を 形 成 す る 様 子

を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ は 、 処 置 部 ６ ８ の 長 手 軸 Ｌ を 通 る 断 面 を 示 し て い る 。 図 ８ は 、 骨 孔

か ら 排 出 さ れ る 切 削 カ ス を 、 排 液 カ ニ ュ ー ラ ３ ０ で 吸 引 し て い る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 骨 Ｂ に 孔 が 形 成 さ れ る 際 に は 、 切 削 部 ８ ２ と の 接 触 部 分 に

お い て 骨 Ｂ が 削 ら れ る こ と に よ り 、 骨 Ｂ の 切 削 カ ス が 生 じ る 。 骨 Ｂ の 切 削 カ ス が 切 削 部 ８

２ の 先 端 面 ８ ６ の 周 囲 に 溜 ま る と 、 切 削 部 ８ ２ と 骨 Ｂ と の 接 触 が 妨 げ ら れ 、 切 削 部 ８ ２ で

の 骨 Ｂ の 切 削 速 度 が 減 少 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 切 削 部 ８ ２ の 先 端 面 ８ ６ は 、 中 央 部 （ 長 手 軸 Ｌ ） に 向 か う に つ れ て 基

端 側 に 凹 ん で い る 。 こ の た め 、 縁 部 ８ ６ ａ 及 び 凹 部 ８ ８ で 生 じ た 切 削 カ ス は 、 処 置 部 ６ ８

が 骨 Ｂ に 対 し て 先 端 側 へ 移 動 さ れ る に つ れ て 、 基 端 側 及 び 先 端 面 ８ ６ の 中 央 に 向 か っ て 凹

部 ８ ８ に 沿 っ て 移 動 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 先 端 面 ８ ６ の 中 央 に は 、 開 口 部 ７ ３ が 設 け ら れ て い る 。 開 口 部 ７ ３ は
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、 排 出 経 路 ７ ０ と 連 通 し て い る 。 こ の た め 、 先 端 面 ８ ６ の 中 央 部 に 向 か っ て 移 動 し た 骨 Ｂ

の 切 削 カ ス は 、 開 口 部 ７ ３ を 介 し て 排 出 経 路 ７ ０ の 第 １ 経 路 ７ １ 内 に 移 動 さ れ る 。 本 実 施

形 態 で は 、 開 口 部 ７ ３ が 切 削 部 ８ ２ の 先 端 面 ８ ６ に お い て 基 端 側 に 凹 ん だ 中 央 部 に 設 け ら

れ て い る こ と に よ り 、 排 出 経 路 ７ ０ の 第 １ 経 路 ７ １ 内 に 骨 Ｂ の 切 削 カ ス が 効 率 的 に 集 め ら

れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ し て 、 骨 Ｂ の 切 削 カ ス は 、 第 １ 経 路 ７ １ を 通 っ て 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 基 端 側 に 運 ば れ

る 。 第 １ 経 路 ７ １ は 、 切 削 部 ８ ２ で 生 じ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 切 削 部 よ り も 基 端 側 へ 運 搬 す

る 運 搬 部 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 そ し て 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 ま で 運 ば れ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス は 、 連 結 部 ７ ７ を 通 っ て 第 ２

経 路 ７ ２ に 移 動 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ 経 路 ７ ２ を 通 っ て 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ 側 に 向

か っ て 移 動 さ れ る 。 そ し て 、 排 出 口 ７ ４ を 通 っ て 側 面 ８ ７ か ら 処 置 部 ６ ８ の 外 部 に 排 出 さ

れ る 。 排 出 口 ７ ４ は 、 切 削 部 ８ ２ で 生 じ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 、 排 出 経 路 ７ ０ の 内 部 か ら 処

置 部 ６ ８ の 外 部 に 排 出 す る 排 出 部 で あ る 。 こ こ で 、 排 出 口 ７ ４ は 、 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端

側 に 位 置 す る 。 こ の た め 、 切 削 部 ８ ２ で 生 じ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス は 、 排 出 経 路 ７ ０ を 通 っ て

、 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 排 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 切 削 部 ８ ２ で 生 じ

た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 排 出 す る 経 路 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の よ う に 、 先 端 面 ８ ６ で 骨 Ｂ が 切 削 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ た 切 削 カ ス は 、 排 出 経

路 ７ ０ に よ っ て 基 端 側 へ 運 ば れ 、 処 置 部 ６ ８ の 外 側 に 排 出 さ れ る 。 こ の と き 、 骨 Ｂ の 切 削

カ ス は 、 処 置 部 ６ ８ の 内 部 を 通 っ て 運 搬 さ れ る 。 こ の た め 、 切 削 部 ８ ２ の 骨 Ｂ に 対 す る 移

動 を 妨 げ る こ と な く 、 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 排 出 す る こ と が で き る

。 先 端 面 ８ ６ に 溜 ま っ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス が 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 排 出 さ れ る こ と に よ

り 、 排 出 経 路 ７ ０ が 設 け ら れ な い 場 合 に 比 べ て 、 処 置 部 ６ ８ が 骨 Ｂ に 対 し て 先 端 側 へ 移 動

さ れ る 際 の 切 削 部 ８ ２ の 切 削 速 度 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 第 １ 経 路 ７ １ 及 び 第 ２ 経 路 ７ ２ に よ っ て 形 成

さ れ て い る が こ れ に 限 る も の で は な い 。 排 出 経 路 ７ ０ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 延 設 さ れ て い

な く て も よ く 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 適 宜 に 湾 曲 し て い て も よ い 。 ま た 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 処

置 部 ６ ８ の 内 部 に お い て 開 口 部 ７ ３ と 排 出 口 ７ ４ の 間 を 直 線 的 に 連 通 し て い て も よ い 。 こ

れ ら の 場 合 に お い て も 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 開 口 部 ７ ３ と 排 出 口 ７ ４ と を 連 通 す る 経 路 で あ

り 、 先 端 面 ８ ６ に 溜 ま っ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 切 削 部 ８ ２ よ り も 基 端 側 に 排 出 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 側 面 部 ８ ３ の 側 面 ９ ５ で は 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 関 節 鏡 ２ ２ が

配 置 さ れ る 側 と は 反 対 側 を 向 く 面 に 排 出 口 ７ ４ が 位 置 す る 状 態 で 、 処 置 を 行 う こ と が 好 ま

し い 。 こ の 場 合 、 排 出 口 ７ ４ か ら 排 出 さ れ る 骨 Ｂ の 切 削 カ ス は 、 関 節 鏡 ２ ２ が 位 置 す る 側

と は 反 対 側 に 向 か っ て 排 出 さ れ る 。 こ の た め 、 排 出 口 ７ ４ か ら 排 出 さ れ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス

が 関 節 鏡 ２ ２ の 視 野 を 妨 げ る こ と が 防 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 膝 関 節 １ ０ ０ の 関 節 腔 １ ３ ６ 内 に 挿 入 さ れ る 排 液 カ ニ ュ ー ラ

３ ０ が 排 出 口 ７ ４ の 近 傍 に 配 置 さ れ る こ と も 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 排 出 口 ７ ４ を 通 っ て 排

出 さ れ る 骨 Ｂ の 切 削 カ ス は 、 排 出 口 ７ ４ の 近 傍 に お い て 排 液 カ ニ ュ ー ラ ３ ０ に よ っ て 灌 流

液 と と も に 関 節 腔 １ ３ ６ 内 か ら 排 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 排 出 口 ７ ４ か ら 排 出 さ れ た 切 削

カ ス が 関 節 鏡 ２ ２ の 視 野 を 妨 げ る こ と が 抑 制 さ れ 、 関 節 鏡 ２ ２ の 視 野 が 効 果 的 に 確 保 さ れ

る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 第 １ 経 路 ７ １ は 、 処 置 部 ６ ８ が 適 宜 の 強 度 を 維 持 し つ つ 、 骨 の 削 り カ ス を 通 す こ と が 可

能 で あ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 経 路 ７ １ の 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 直 交 す る 断
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面 の 大 き さ に よ っ て は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 柱 状 に 形 成 さ れ た 骨

（ 骨 柱 ） が 形 成 さ れ 得 る 。 第 １ 経 路 ７ １ の 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 直 交 す る 断 面 を 、 処 置 部 ６ ８

が 適 宜 の 強 度 を 維 持 し つ つ 骨 の 削 り カ ス を 通 す こ と が 可 能 な 最 小 の 面 積 に 近 づ け る 。 こ の

場 合 、 第 １ 経 路 ７ １ の 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 空 間 に 骨 を 切 削 す る よ う な 超 音 波 振 動 は 直 接 的 に 伝

達 さ れ な く て も 、 骨 柱 自 体 の 強 度 が 弱 く な っ て い る た め 、 超 音 波 振 動 に よ る 間 接 的 な 影 響

で 、 骨 柱 が 破 砕 さ れ 得 る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ） 　

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ９ を 参 照 し て 、 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 形 態

と 同 一 の 部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。 図 ９ は 、 本 実 施 形 態

に お け る 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 処 置 部 ６ ８ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ は 、 長 手 軸 Ｌ を 通

る 断 面 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 切

削 部 ８ ２ の 先 端 面 ８ ６ に 設 け ら れ る 開 口 部 ７ ３ と 、 シ ャ フ ト 部 ９ ４ の 側 面 ９ ５ に 設 け ら れ

る 排 出 口 ７ ４ と 、 を 備 え る 。 本 実 施 形 態 で は 、 側 面 ９ ５ に は 、 排 出 口 ７ ４ と は 異 な る 位 置

に お い て 処 置 部 ６ ８ の 外 部 に 向 か っ て 開 口 す る 第 ２ 排 出 口 ７ ５ が 設 け ら れ て い る 。 し た が

っ て 、 側 面 ９ ５ に は 、 排 出 口 ７ ４ 及 び 第 ２ 排 出 口 ７ ５ の ２ つ の 開 口 が 形 成 さ れ て い る 。 第

２ 排 出 口 ７ ５ は 、 側 面 ９ ５ に お い て 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 排 出 口 ７ ４ と は 反 対 側 に 設 け ら れ

て い る 。 し た が っ て 、 第 ２ 排 出 口 ７ ５ は 、 排 出 口 ７ ４ と は 反 対 側 に 向 か っ て 開 口 し て い る

。 排 出 口 ７ ４ 及 び 第 ２ 排 出 口 ７ ５ は 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ に 設 け ら れ 、 処 置 部 ６ ８ の

外 部 に 向 か っ て 開 口 す る 第 ２ 開 口 で あ る 。 こ の た め 、 第 ２ 開 口 は １ つ に 限 ら ず 、 複 数 で あ

っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 、 排 出 経 路 ７ ０ は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 か ら 第 ２ 排 出 口 ７ ５ ま で 延 設 さ れ る 第 ３ 経

路 ７ ６ を 備 え る 。 第 ３ 経 路 ７ ６ は 、 連 結 部 ７ ７ に お い て 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 及 び 第 ２ 経

路 ７ ２ の 一 端 と 連 結 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 経 路 ７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ は 、 長 手

軸 Ｌ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 経 路 ７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７

６ の 、 長 手 軸 Ｌ に 対 す る 傾 斜 角 度 （ 延 設 方 向 ） は 、 略 一 致 し て い る 。 す な わ ち 、 第 ２ 経 路

７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ は 、 同 軸 に 形 成 さ れ て い る 。 排 出 経 路 ７ ０ は 、 開 口 部 ７ ３ と 排 出 口

７ ４ と 第 ２ 排 出 口 ７ ５ と の 間 を 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ に は 、 複 数 の 開 口 （ 排 出 口 ７ ４ 及 び 第 ２ 排 出

口 ７ ５ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 排 出 経 路 ７ ０ 内 に 移 動 さ れ た 骨 Ｂ の 切 削 カ ス は 、

処 置 部 ６ ８ の う ち の 排 出 口 ７ ４ 及 び 第 ２ 排 出 口 ７ ５ か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ６ の 外 部 に 効 率

的 に 排 出 さ れ る 。 骨 Ｂ の 切 削 カ ス が 排 出 経 路 ７ ０ を 通 っ て 効 率 的 に 排 出 さ れ る こ と に よ り

、 切 削 部 ８ ２ で の 切 削 速 度 を 速 く で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 排 出 経 路 ７ ０ の 内 壁 に は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 位 置 に お い て 、 第 ２ 経

路 ７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ に よ っ て 面 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に

長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 柱 状 に 形 成 さ れ た 骨 （ 骨 柱 ） は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 に お い て 第 ２ 経 路

７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ に よ っ て 形 成 さ れ る 面 と 接 触 す る こ と に よ り 、 破 砕 さ れ る 。 そ し て

、 他 の 切 削 カ ス と と も に 開 口 ７ ４ ， ７ ５ か ら 処 置 部 ６ ８ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 し た が っ て

、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に 骨 柱 が 形 成 さ れ る 場 合 に お い て も 、 形 成 さ れ た 骨 柱 を 効 率 的 に 破

砕 し 、 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 効 率 的 に 処 置 部 ６ ８ の 外 部 に 排 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 ） 　

　 図 １ ０ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に お け る 処 置 部 ６ ８ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ０

は 、 長 手 軸 Ｌ を 含 む 断 面 を 示 し て い る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 で は 、 第 ２ 経 路 ７

２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ の そ れ ぞ れ は 、 処 置 部 ６ ８ の 側 面 部 ８ ３ に 向 か う に つ れ て 基 端 側 に 向
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か う 状 態 に 延 設 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第 ２ 経 路 ７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ の そ れ ぞ れ は 、

長 手 軸 Ｌ に 略 垂 直 な 平 面 及 び 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 傾 い て い る 。 本 変 形 例 の 排 出 経 路 ７ ０ は 、

長 手 軸 Ｌ に 沿 う 第 １ 経 路 ７ １ に 加 え て 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 傾 い て い る 第 ２ 経 路 ７ ２ 及 び 第

３ 経 路 ７ ６ が 協 働 し て 、 略 Ｙ 字 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 本 変 形 例 で は 、 連 結 部 ７ ７ の 内 壁 に は 、 第 ２ 経 路 ７ ２ 及 び 第 ３ 経 路 ７ ６ の 内 壁 に よ っ て

、 先 端 側 に 向 か っ て 突 出 す る 突 起 部 ７ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 突 起 部 ７ ８ は 、 長 手 軸 Ｌ に 対

し て 直 交 す る 断 面 に お い て 、 処 置 部 ６ ８ の 中 央 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 突 起 部

７ ８ は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 に 位 置 す る 。 こ の た め 、 突 起 部 ７ ８ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先

端 側 か ら 基 端 側 を 見 た と き に 、 開 口 部 ７ ３ か ら 観 察 で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 骨 Ｂ に 孔 が 形 成 さ れ る 際 に は 、 処 置 部 ６ ８ が 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 骨 Ｂ に 対 し て 先 端 側 に 向

か っ て 移 動 さ れ る 。 こ の と き 、 先 端 面 ８ ６ の う ち 縁 部 ８ ６ ａ 及 び 凹 部 ８ ８ が 、 骨 Ｂ に 接 触

す る 。 こ の た め 、 縁 部 ８ ６ ａ 及 び 凹 部 ８ ８ に 接 触 す る 部 分 で は 、 骨 Ｂ は 切 削 さ れ る 。 一 方

、 先 端 面 ８ ６ の う ち 開 口 部 ７ ３ で は 、 骨 Ｂ は 切 削 部 ８ ２ 及 び 排 出 経 路 ７ ０ の 内 壁 に 接 触 し

な い 。 し た が っ て 、 開 口 部 ７ ３ 及 び 第 １ 経 路 ７ １ 内 で は 、 骨 Ｂ に 超 音 波 振 動 が 十 分 に 伝 達

さ れ な い 。 こ の た め 、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に は 、 処 置 部 ６ ８ が 先 端 側 に 向 か っ て 長 手 軸 Ｌ

に 沿 っ て 移 動 さ れ る こ と に よ り 、 骨 Ｂ の 切 削 さ れ な い 部 分 が 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 柱 状 に 形 成

さ れ る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 本 変 形 例 で は 、 排 出 経 路 ７ ０ の 内 壁 に は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 位 置 に お い て 、 先 端 側 へ

向 か っ て 突 出 す る 突 起 部 ７ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に 長 手 軸

Ｌ に 沿 っ て 柱 状 に 形 成 さ れ た 骨 （ 骨 柱 ） は 、 第 １ 経 路 ７ １ の 基 端 に お い て 突 起 部 ７ ８ と 接

触 す る こ と に よ り 、 破 砕 さ れ る 。 そ し て 、 他 の 切 削 カ ス と と も に 開 口 ７ ４ ， ７ ５ か ら 処 置

部 ６ ８ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に 骨 柱 が 形 成 さ れ る 場 合 に

お い て も 、 形 成 さ れ た 骨 柱 を 効 率 的 に 破 砕 し 、 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 効 率 的 に 処 置 部 ６ ８ の 外

部 に 排 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 突 起 部 ７ ８ は 、 図 ９ に 示 す 第 ２ 経 路 ７ ２ 及 び 第 ３ 経 路

７ ６ の 連 結 部 ７ ７ の 内 壁 よ り も 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 先 端 側 に 突 出 さ せ る こ と が で き る 。 こ

の た め 、 突 起 部 ７ ８ に よ り 、 骨 柱 が 極 力 短 い 状 態 で 超 音 波 振 動 に よ り 骨 柱 を 破 砕 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 等 で は 、 排 出 経 路 ７ ０ の 第 １ 経 路 ７ １ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 形 成

さ れ て い る が こ れ に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 第 １ 経 路 ７ １ に は 、 長 手 軸 Ｌ に 対 し て 湾

曲 す る 湾 曲 部 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ 経 路 ７ １ の 内 部 に 骨 柱 が 形 成 さ れ

た 場 合 に お い て も 、 形 成 さ れ た 骨 柱 が 湾 曲 部 の 内 壁 に 接 触 す る こ と に よ り 破 砕 さ れ 、 効 率

的 に 骨 Ｂ の 切 削 カ ス を 排 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 （ 実 施 形 態 等 （ 比 較 例 を 除 く ） の 共 通 構 成 ） 　

　 前 述 の 実 施 形 態 等 の 超 音 波 プ ロ ー ブ （ ６ ６ ） は 、 超 音 波 振 動 子 （ ５ ６ ｂ ） に よ り 発 生 さ

せ た 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ る プ ロ ー ブ 本 体 部 （ ６ ７ ） と 、 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 （ ６ ７ ） の

先 端 側 に 長 手 軸 （ Ｌ ） に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前 記 長 手 軸 （ Ｌ ） に 沿 っ て 先 端 側 か ら 基 端 側 を

見 た と き の 投 影 形 状 が 多 角 形 形 状 、 略 多 角 形 形 状 、 楕 円 形 状 も し く は 略 楕 円 形 状 を 有 し 、

前 記 超 音 波 振 動 に よ り 処 置 対 象 で あ る 骨 に 孔 を 形 成 す る 処 置 部 （ ６ ８ ） で あ っ て 、 前 記 処

置 部 （ ６ ８ ） の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 超 音 波 振 動 が 前 記 プ ロ ー ブ 本 体 部 （ ６ ７ ） に 伝 達

さ れ て い る 状 態 で 前 記 処 置 部 （ ６ ８ ） が 前 記 長 手 軸 （ Ｌ ） に 沿 っ た 方 向 に 移 動 さ れ る こ と

に よ り 、 前 記 骨 を 切 削 す る 切 削 部 （ ８ ２ ） と 、 前 記 処 置 部 （ ６ ８ ） の 内 部 に 設 け ら れ 、 前

記 切 削 部 （ ８ ２ ） に よ っ て 削 ら れ た 前 記 骨 の 切 削 カ ス を 前 記 切 削 部 （ ８ ２ ） よ り も 前 記 長

手 軸 （ Ｌ ） に 沿 っ て 基 端 側 に 向 か っ て 排 出 す る 経 路 （ ７ ０ ） で あ っ て 、 前 記 切 削 部 （ ８ ２

） の 先 端 面 （ ８ ６ ） に 設 け ら れ る 第 １ 開 口 （ ７ ３ ） と 、 前 記 処 置 部 （ ６ ８ ） の 側 面 部 （ ８

３ ） に 設 け ら れ る 第 ２ 開 口 （ ７ ４ ， ７ ５ ） と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ 開 口 （ ７ ３ ） と 前 記 第 ２

10

20

30

40

50



(13) JP  WO2018/078827  A1  2019.9.5

開 口 （ ７ ４ ， ７ ５ ） と の 間 を 連 通 す る 経 路 （ ７ ０ ） と 、 を 有 す る 処 置 部 （ ６ ８ ） と 、 を 具

備 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 等 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 述 の 実 施 形 態 等 に 限 る も の

で は な く 、 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 変 形 が で き る こ と は 、 も ち ろ ん で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】



(16) JP  WO2018/078827  A1  2019.9.5

【 国 際 調 査 報 告 】



(17) JP  WO2018/078827  A1  2019.9.5



(18) JP  WO2018/078827  A1  2019.9.5



(19) JP  WO2018/078827  A1  2019.9.5



(20) JP  WO2018/078827  A1  2019.9.5

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　吉嶺　英人

　　　　　　東京都八王子市石川町２９５１番地　オリンパス株式会社内

Ｆターム(参考) 4C160 JJ43　LL04

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に

係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法

第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 超声波探头和超声波治疗仪

公开(公告)号 JPWO2018078827A1 公开(公告)日 2019-09-05

申请号 JP2018547054 申请日 2016-10-28

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 澤田喜一郎
藤崎健
谷上恭央
吉嶺英人

发明人 澤田 喜一郎
藤崎 健
谷上 恭央
吉嶺 英人

IPC分类号 A61B17/16

CPC分类号 A61B17/320068 A61B2017/32007 A61B2017/320072 A61B2017/320074 A61B2217/005 A61B17/16 
A61B2017/320073

FI分类号 A61B17/16

F-TERM分类号 4C160/JJ43 4C160/LL04

其他公开文献 JP6694516B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

超声波探头具有向其传递超声波振动的探头主体部和在被处理骨中形成
孔的处理部。 在处理部的内部，设置有从切割部沿着纵轴向基端侧排出
由切割部刮擦的骨的切割屑的路径，该切割屑沿长度轴向基端侧切割。 
该路径包括设置在切割部分的尖端表面上的第一开口和设置在处理部分
的侧表面部分上的第二开口。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9b8c2353-1796-4c3d-ad09-0f28c475e631
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/062024513/publication/JPWO2018078827A1?q=JPWO2018078827A1

